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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・検査センター：年末年始の営業のお知らせ
12/30（金）→午前中の受付にて終了

12/31（土）～1/3（火）→休業

1/4（水）→通常営業

※細菌検査→12/24（土）の受付にて終了

　外注検査（血中濃度・ホルモン等）→12/29（木）午前中の受付にて終了です。

・治験者カルテについて

　治験対象患者様の外したカルテを一冊にファイルにまとめ、臨時薬等が入っている棚に入れておきました。基本的にカルテ担当スタッフがSGM（JGM）と一緒に治験室へ提出に行きますが、その前に受け取りに来た際には誰のカルテを渡したのか必ずメールで結構ですので金子宛に送って下さい。
＜患者様連絡事項＞

・大下　伸治様～本日15時にＧＨへ２泊で宿泊体験に外出されています。排便はあったとの事でしたので、下剤は持たせていません。

・松川　順子様～明日12/16（金）の予定として下記のようになっています。　　　　　　　9：30頃に青明舎の方が病棟に来られ荷物の最終確認。

　　　　　　　13時頃よりアップルハートの方が金銭面の事について面談。

　　　　　　　14時退院となっています。

・日向　端庸男様～本日13：50～16：00までデイケア体験に行かれています。

・高山　英佐様～本日御家族様迎えにて、弟様宅へ外泊に行かれています。外泊中の運転について行わないようにと再度確認行っています。

　　　　　　　　希望で、ロラゼパム（0.5）2回分持参する。

・蛭名　豊美様～御家族様よりまだ現金書留が届いていません。届いたらご本人と一緒に医事に行って中味を確認後、入院費を支払ってから戻ってくるようにお願いします。

・元沢　政治様～本日姪様面会に来られ、お小遣い17,000円を渡しています。その際に姪様に介護保険要介護（要支援）認定書の記載を行って頂いています。また介護施設の一覧を渡しています。

　　　　　　　　⇒書類は、PSWに渡している。

＜皮膚科診察＞

・水梨　礼子様～左仙骨部に褥瘡あり、エルタシン軟膏＋ガーゼ保護（ガーゼに軟膏を塗布してから貼る事）
　　　　　　　　躯間と四肢（特に両手）に乾燥性皮膚炎あり。デルモゾール軟膏塗布の指示あり。エルタシン軟膏3本とデルモゾールDP軟膏3本処方となる。

・村舘　ミネ様～左大腿部屈側の病巣部半分程にまだビラン見られている。デルモゾールDP軟膏＋ガーゼ保護に処置内容変更となる。（アズノールは中止）

・日向端　庸男様～左下腿部に発赤、膿胞あり癤と診断され、エルタシン軟膏塗布との事で1本処方となる。その他は処置継続となる。

・三上　勇様～両下腿の掻痒感が強いとの事で、タベジール2Ｔ　2×1　今夕～7日分処方。

・松谷　和也様～皮疹と掻痒は変わり無し。臨時薬タベジール2Ｔ　2×1　今夕～7日分処方。

・金沢　洋子様～ウリモックス1本処方となる。

※他、変更無く継続の指示あり。

＜安ヶ平Ｄｒ診察＞

・三上　勇様～診察時に歩行状態不安定な事であるので、歩行の際は気づかいが必要である事説明を受けている。また「眼鏡を買いに行かないと」と買物に行く話をしている。

・上村　みわ様～妄想発言あり、遅れて診察を受けている。診察時は主治医の問いかけに対して反応が乏しかったが、退院の話に対しては「1月5日がいいです」と答えている。

・滝田　英人様～主治医の問いに対しては「いやー良くないよ」と言われ、終始自問自答している。

＜馬渡Ｄｒ診察＞

・原　吉郎様～独語や奇声などみられ「交信している」等の病的体験についての訴えあり。体感幻覚も持続している。腰の痛みの訴えがありＭＳ温湿布2袋処方となっている。

・宮本　建蔵様～13～14日の外泊について「気分転換になりました」と話されています。

　　　　　　　　下剤について本人様よりアローゼン2Ｐを希望され増薬、他同内容で7日分処方となる。継続指示の桃核承気湯1Ｐ5回分も保方となる。

　　　　　　　　⇒服薬カレンダーセットは、スタッフと行っています。やや考えながら

　　　　　　　　　時間掛けての取り組みである。

・戸賀沢　潔様～本日の診察でも「買物に行かせて下さい。姉が行っても良いと言ってた。良ければ小遣いくれるって」と話されている。主治医より日頃の生活態度をみて決める事としている。

・稲垣　恵利子様～主治医に日中眠るのではなく、夜きちんと眠る様説明を受けているが、「はい、はい」と空返事で理解出来ていない様子。

＜要注目患者様＞

・深町　栄美子様～本日は嘔吐・嘔気なく過ごされています。また午前中は活気があまりありませんでしたが、午後よりいつものように病棟を散歩されていました。

引き続き排便状況やバイタル等確認し、スタッフも介入して行きましょう。

・原　吉郎様～入浴拒否や幻覚・妄想、また体感幻覚などが頻回に見られており、精神状態が不安定になっています。引き続き精神症状の変化に注意して観察し、日課行えるよう都度介入していきましょう。

・松谷　和也様～移動に遅れる事多く、日課声掛け要しています。

